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Abstra(:t

Automaticcontrolof hydraulic power stations began to be adopted from around

1923,and the power plants constructed since about1935havemostrybeen equipped

Withthe one-man COntrOlautomatic controIsystem.

In recent years,the automatization of existing hand contro11ed power stations

hasbecome a generaltendencyfrom the viewpointsofsavinglaborand promoting

･Safety of operation.

The mainitems ofthe content are;-

1.Automatic controIsystems of the past.

2･Defectsin each constituting parts of automatic controIsystems and their

豆mprovements.

3- Modern automatic controIsystems.

4.Instruments required for automatization.

The writer gives outlines on the selection of the following systems.

1.Fullautomatic controllsystem.

2.One-man COntrOIsystem.

3.Supervisory remote system.

4.Mechanicalautomatic controIsystem.

[Ⅰ]緒 盲

自動璽電所は大正の末期に始まり､常初は全自動方式

を採用したものが多く､昭和10年頃には建設の約三分

の二が自動護雷所であり､其の後現在迄のものは方式の

傭
日立製作所日立工場

差はあるが殆んどが自動叢電併であり､一人制御方式が

最も多く全自動方式の尻は数カ所である｡

手動墾習所は操作上に非能率的な人力を要し､従業員

の苦労も多く､且つ管理上の損失は非常に大きなものが

ある｡-一一方日進月歩の近代文化の は従業員の智識按

術乃向上を推進する潜在勢力となって働き､努々 費J)

合理化等の観取う､らも必然的に自動装置を採用する趨勢
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となって来た｡

例えば日本盈迭電株式合社に於ては昭和24年度に於

て既設重電所の自動化並びに自動方式の改造等を合せて

数十カ所､又各配電合直にも多数の計葺があり､更に今

律の分についても既に諸漁算の検討中の様である｡

自動操作方式は従来の方式の宜績に託ての検討と設計

接待の進歩改良等によって､操作並びに動作の確宜性､

坂扱の簡易化の方向に改善せられて､初期の自動方式は

すでに琶式な方式となって来た｡琶い自動襲電所では最

初計毒した通りの方式になっていないもの､或いは自動

装置を坂外してあるものがある｡これ等は建設普時の技

術水準で行ったものに倍不十分なる粘があって現在では

根本的に改善を要する粘もありI又入口鐸制医機等を水

陸操作式としていたものが､永年使用の結果水匿中の土

砂やゴミ等の混入が多くて､動作が不園滑になっている

もの等もあり､或いは手動操作の方に慣れて終って敢て

甜♂月 卯ββ

第32巻1~【第二2二既

自動に振ろうとしないもの､操作上一度間誤附きが起る

とその装置を外して終っているものも多い様である｡本､

来自動方式の発達改善は使用者側と製作者側とが-醍の

協力の下に籍し遜げられるものであり､今後益々より良

い能率的な自動蓑電所にしたいものと念願している｡

自動車電所は後述の様な諸方式があるが､要は努力を

省いて配電盤なり親章電折から釦スヰプチを入切する程二

度で簡葦に操作が出来て､且つ叉全装置が少しの誤動作

もなく安全確寅なる起動停止が思ひの値に封〒され､人

はおっても偶に報検事入をすれは充分なものであること

を立前としなければならない｡従って自動化に際しては

自動運韓に必要な器具を追加すれば事足りる筈であるけ

れども､その他の諸機構の全部が合せて好調であること

が必要であるのでヽ本稿は自動方式の静妨の次に自動に

闘聯のある諸機器について従床の不調を起し易かった

を列記し､個々についての改善策について述べることゝ

第1囲 全自
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方式操作診断固 Fig･1･Diagram of FullAutomaticContro】System鵬
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する｡

[Il] 自動方式の種類

自動方式を大別すれば次の様に分類されるが､この何

れの方式を採用するかは蒙電所の容量､送電系統との関

係､地理的條件等によって自づと決定される｡

1･全自動方式

変電所には勤務員を常駐せしめず､親萎雷所にて起動

條件を輿えれば水草空電機が起動し､且つ負荷調整が自

動的に行われl又停止條件を輿えた時と機械的又は電気

的事故乾生の場合には自動停止を焉すものを言う｡

第l閲は全自動方式の一例である｡逆遠雷匿によって

先ず起動用油ポンプが起動して油歴を作り､次に21S

(入口開閉)電磁書取ま交流電源で操作され､入口群が全開

すれば65Sl(水草起動)電磁繹が操作され水車が起動し

て励磁機琶歴が一定値になれば65Slが励磁機直流電墜

でホールドされてヽ同時に前記交流電磁石は滑勢される

がそれ等の電磁阻ま油墜によってホールドされており､

停止の際は65S4のみを操作すれば急停止し､入口鐸も

閉じる方式である｡

木方式に改造するためには起動用油ポンプを設けるこ

と､入口非を油歴式としヽ調速機に起動装置を設けるこ

と､負荷は水位調整機でとる様にし､ブレーキ及び電磁

弥等を追加することになる｡又並列用として貫相誘導発

電機を取付けて､裁定旧韓に達したことを検して捉制並

列を行わしめるものである｡従って並列時のショックか

ら考えてその容量は､親車琶所又は系統に封して成るべ

く小さいことが望ましい｡

2･一人制御方式

容量が飴り大きくない場合でも､系統との関係上全自

動とすることの不適普なもの､又は地理的條件で人をお

いた方が長いもの､又は中容量以上の大部分の董雷所は

一人制御方式(所謂ワンマン㌧コ:/トロール)としている｡

これには種々の組合せが考えられるが､概念的に云って

草電所の起動停止､負荷の調整等を配電盤から｢人で容

易に行い得るものを云う｡

従って自動同期装置を有するもの､手動並列をなすも

の､負荷の調整を水位調整俄により自動的に行うもの､

或いは電動負荷制限袈 によって入籍的に行うもの等が

ある｡叉特に水車が2董以上の場合にその結合数挙が最

大となる様に負荷が1毒分以上の場合には等分に負荷を

とり､1毒分以下の場合には全負荷を1董に移行せしめ

る如き高能率経緯の方法もある｡

保護装置は事故の種類によって警報と急停止とに渥別

している｡

第2園は横軸フランシス水草の自動化せる一人制御方

式の一例であり､入口誓軌ポ由匪式とし､調速機には起動

装置と援停止装置を設け､電磁禁輸ま21QS.21CS(入口

抑開閉用)65Sl･65S4(水車起動停止用)を複式とし65Se

(置起動棄緩停止用)と75S(ブレーキ用)を単式とした､

配電盤よ.りの起動停止は一つの狙数式ハンドルによって

行い､ブレーキは入口群が開銀したことゝ岡持が】ムに

下ったことを條件として配電盤から任意操作をなすもの

としヽ侍医油ポンプは起動用ポンプを主ポンプの故障の

場合にも補助ポンプとして自動起動せしめる様にする｡

3･遠方監税制御方式

遠方の変電所又は制御所に諸表元計を設けて､同所よ

り襲電所の状態を監視しながら起動停止､負荷調整等を

行うもので､制御線と監視表示計用として4本乃至.5本

のケーブル線を架設することによって､配電盤から撰揮

操作すると同様な操作をなし得る方式である｡

従って空電所の機器､保護装置等は一人制御方式のも

のと殆んど同様である｡

木方式の詳細については迫て葛 される筈である｡

4･機械自動方式

木方式は昨年関東配電株武舎社が主催して小水力自動

化委員合を設けこれに日立製作所も加わって､500kW

以下の葛琶所を封稀として立案した簡嬰な一人制御方式

でその主旨とする所は次の通りである｡

(1)水草の起動停止は一名にて容易に操作し得ること

(2) 聞は勤現員を一名とし夜間は無人とすること｡

(3)尊敬盈生の際は自動停止をなし､且つ勤務員えも

警報をなすこと｡

(4)配電盤には飴り手を加えすに機械駒に操作するこ

と｡
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第2団 一人制御方式操作語調臥自動化の一例)
Fig･2.Diagram of One-manControISystern,

次に制御の順序は

(イ)起動用屡油ポンプはモーター直結のものとし､

釦スキッチにて開閉する｡

(ロ)入口弥は油堅操作式とし､開閉は水車室の自動

制御望にて一つのハンドルを上下する程贋のものと

する｡

(ハ)調速機に起動装置を設け同盤にて他のノ､ソドル

を上動することにより水車は自動起動する｡

(ニ)並列はガバナーモーターを配電盤から操作して

行う｡

(ホ)_並列に入れば 挺 開墾油ポンプを停止しこれに

代って常時は水車軸よりベルト掛けの油ポソプが運

韓され､並列蓮韓中は水位調整機により自動負荷調

整を行う｡

(っ)通常停止の場合には前記制御盤にて(ハ)項の

ハソドルを下げればガイドべ-ソを閉じ､同時に入

口鐸も閉鎖する｡ブレーキは入口解が閉じてから除

々にかゝる様にする｡叉八島∃勺にも同車妻を見て任意

にかける にする｡

(ト)芝電機の過胃壁､過 流及び重油ポソプの故障､

操作沌堅の低下､水.草の過速度､ガバナー用ベルト

の切数等の場合には急停止電磁群が動作して水草を

急停止せしめると共に､入口鐸を閉じてこれをロッ

クする｡

第3圏は本方式の一例であり､第4圏は電磁糊を纏

めた自動操作盤である｡本方式は水車の保護装置として

は一人制御方式と大差はないが､配電盤には大きな 更

加工もなく格安に出来て小容量のものi･まかl)でなく更に

中容量のものもこの程度の方式で､自動として充分な底

値があると思う｡

本方式の宣施蜘としては関東配電株式昏社中之畑､岡

野々瀕韓2日本署送電株式合祀小瀧第4及び同第2讃層
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Fig.3.Diagram of MechanicalAutomatlCControISystem

仝 白 動■一 人磯城自動

第4魔Ⅰ自 動 操 作 盤

Fig.4.Automatic ControIBoard.

名至･改造又は追加部品琴芋00l【貰i.制御!冨Ok㌔l

この外保護機電熟ま全自動及一人制御の場合には相質

入用であるが機械自動の場合には少数である｡
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所等があり､中容量以上のものでは日本 岩 株式禽社

汲木井(11000kW)東北配電株式昏社薮紳墓竃所(5500

kW)等もこれに叛した方式である｡

倍これ等の方式に改造する場合の追加部品を表示する

と次の様になる｡

[ⅠIl]自動用調整機構の改善策

自動盗電研が安全確宣に建碑をなすためには､調整機

器類の総べてが囲滑な動作をなさねばならぬので､以下

個々についての賀続から､不調になり勝ちな粘を挙げて､

その改善策を述べたいと思う｡

1･水草用入口非(スルースバルブ又はバッターフライ

バルブ)

(1)手動式を自動化するに常っては油匿シリンダーを

設けて油匿操作式とするのが最も艮い方法である｡水塵

操作式のものは水草の有する水陸によって常に安全に閉

じ得ると云う特長を持っている筈であるが､砂ゴミ等の

ために開閉教作が不園滑で自動の役目を果していないも

のが多い｡

(2)配医鐸の勤作不図滑のもの及び摺り合せ部分の摩

擦乃ために漏水 油の多いものがあり､文例非と主鐸の

鵬係数作が不艮のものもあるのでヽ これ等は配匿弗及び

その補助詐を改造する必要がある｡

(3)入口群が全閉しても kの多いものがある｡これ

はバルブy-トの摺り合せ面を加工することも勿論必要

てあるが､特にバッターフライバルブは誰周から

易いので､新設の場合には第.5周の様な特殊構造のゴム

リソグを入れることにしている｡既設のものでもこの

に改造することが出来る｡

(4)自動化の際側韓の無いものに勤しては極力附ける

ことにしたいが､水車ケーシングが錯鎮製であったり､

特に附けることの出来ない場合には､主鐸のみで流水中

での開閉が出来る様にl主鐸開閉用シリンダーの容量を

大きくして而も開く時と閉まり際には綬徐に動作する装

置を設け､水槌作用を防ぐ様にしている｡第6圃はその

一例であり､ピストンロッドの先端に

蓮である｡

り推を附した構

第23巻 第2既
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第5囲 バッターフライパルグにゴムリング

を挿入せる構造

Fig.5.Butter8y Valve with a Rubber

Seallng Ring Adopted at the

Periphery

(5)従来入口韓と蹟管の抜手は鉛パッキングをフラゾ

ヂで締め付ける方式が多かったが､今後は第7園の如き

コンパニオシフランヂとして生鮮藍の取付取外しを簡単

に行える様にしておいた方が便利で､新設の場合は勿論

己設晶も機合を見てこの様に改造すべきである｡

2.調 速 機

調速機は自動化に普っては前記表の通り､急停止装置

起動装置､負荷制限装置､スピーダー俸丑装置の保護装

置等を追加すれば艮いのであるが､以下述べる様な部分

が動作不足では自動化の意味がないので､これ等も合せ

て修理する必要がある｡即ち配墜媚の不良はレーyソグ

を起し､安全韓及び配匪弗からの漏油は油温を上げて､

益々その機能を害することになるので､これ等も探究し

て修理調整をなす必要がある｡次に個々の例を翠げれば

(1)配歴濁からの 油が非常に多いもの､即ちラップ

の不足､摺り合せ部がガタになっているものがあり､こ

れ等は一見油ポンプの容量不足の様に思われることがあ
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第6囲 バッタ㌧-フライバルブを油墜式に改造せる宜施例

Fig.6.An Examp】e of a Butterny Va】ve Remodelled to oil

Pressure Operated Type.

第7鼠 コンパニオンフランヂの構造
Fig.7.Construction of Companion Flange.
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る｡配屡礫及びサーボモーター等からの

日 立評論特集龍

油過大は調速

機が危険な動作を起すと共に､高堅の油を安全聞から吐

出するのと同様であるから油の劣化を早める原因となる

ので､是非共直す必要がある｡

(2)水車の起動時にレーシソグが多いために並列に入

り難いものがある｡これは復瞑機構席ダッシュポット時

間の不適常なもの､配塵終わコジレ及び･ラップ不良､ス

ピーダー､配竪堀､復軍機構等のピソ及びキーのガタ及

び調速機からガイドべ-ソ_i.こ至名聞のガタが起因してい

るので､これ等を次々と車検陰癒する必要がある｡

(3)配置碍のジ■ヰソピソグはスピーダー俸劫用のベル

トの摂動､歯車の噛み合い不良等が主なる原因であるの

でこれ等を極力避ける に加工を注意すべきで､それで

も倍ジャンプするものはスピーダー軸をスプリングカッ

プリングとすれば除去することが出来る｡

(4)自動凌電所では水車の起動に際しては通常な達文

上昇を行わしめるために起動装置を設けて､起動の際ガ

イドべ-ソの開きを其の水車に適常な開きに抑えるので

あるが､ガイドべ-ソの聾

るので､時折には起

る｡

によってその間き寸法が

置の位置も調節する必要があ

･(5)スピーダーバネの過さが調整不良のため､スライ

デノダスリーブの位置不良のもの､巨ロち平常｢巳ほ割こ於て

ゆ正位置にないものがある､これはバネを調整して正親

の位置とすべきであり､又ジャソビングを少なくするた

めにバネの有数巻数を非常に減らしているものがあるの

でこれは差支えない限り､バネを有数に使って感度を良

くすべきである｡

(6)ベルト保護装置用ローラーを外してあるものが多

い､これはローラーの闇韓が早くてベルト若しくはボー

ルベアリングが傷むものと､ベルトの頗沌が直接開閉器

･に俸わって動作不良を起すものとがあるので､これはロ

ーラーの直径を大きくすることゝ開閉詣の接嫡子には直

▼接振動が俸わらない様な
改良している｡

(7)近時サイクル切換装置の簡易化が叫はれている折

柄､日立製作夙では竿先して新型サイクル切換装置を琵

表して､現在日本最速電株式昏祀梓川地区の1敷室を製

第8闊 A社製シャフトガバナーをサイクル切

換装置附き電動がバナーに改造せる例

Fig.8.Shaft Governor a motoIDrlVen

Governor with Cycle changlng

Device,

作しているが､一例として龍鼻叢電所のAl】is-Cha】mers

製水車はその主要部分を作り替えると同時に調速機も往

来のシャフトガバナー◆ではサイクル切撰には相常時間を

要するので､この際第_8圏の様にアクチュエーターを電

動式に更め(従来の主軸に取付けた大型のシャフトガバ

ナーを取外し)而も配電盤に於て簡貫にサイクル切換を

行わしめる方式に改造した｡茶方式によれば水車を停止

せしめることたく､ガバナーモーターを操作するのみで

あるから､切換時間は著しく短縮し得た｡簡閲放塾調速

機のスピーダーの大きなものはその軸受も損傷し易い敏

戦があったので､サイクル切換とは無関係に同構造の新

型スピーダーに取替えることを希望する｡
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3.制 度‥職

制医機は自動手動には関係なくその型式には水陸式､

抽歴式､直接式とあl)､入口鐸と同様に水匿式のもの

ト.′上砂やゴミ等のために事故が多く､文事故は起さない

にしても､不断の手入れは相雷厄介であるので､自

に捺しては成るべく油匿式に琴達することに致したい｡

4･匪油装置

(1)囲由糟の基気の過不足を起すもの､即ち歴油槽の

池面平均装置が不良のものがある｡特に調速機に匪油槽

が包較されている塑のものはその傾向にある｡又安全堀

アンローダーからの漏油の多いもの､アントローダーの動

作範囲が排すぎて匿力差が僅かで動作が頻繁なものが相

常多い｡

匪油槽の容完量の多義は調速機の動作に非常な危険を

貿えるので､歴汀由槽の油面は常に一定となる様に是非共

改善する必要がある｡第9圏日立特許方式新型窒完補給

.･.･･錆声冒･ぎざ

圧
油
ポ
､
ラ

93

て見ると､大畦はポンプのサイドギヤッブが大きくなつ

たものであるが､叉配歴私サrボモーター､安全弊､

アン‥ローダー等から常時相営量の漏油があるため､あた

かも油ポソプの容量が不足しているかに見えるものもあ

油の多い結果は油温の上昇となり､配踵聞等からの

油が益々激しくなる傾向がある｡-一掛こ用いられるタ

ービン油第2兢又は策3既は粘度の関係上油温は450C

以下に抑えたいものである｡雑多な油の混入を止めて早

急に規格油を使用することに改めたい｡琶油を使う場合

には艮く精製してその粘度も計り､規格外のものは避け

るべきである｡

(3)油ポンプの歯車は昭和初年までは殆んどスパーギ

ャーであったが､スパーギャ←は一般に閻轄が速いと音

響が高くなるので､同韓数を低くとって形が大きや､つた｡

段々容量の大きいポンプが必要になってからはヘリカル

･

ミ

第9囲 油ポンプ用アンローダノ;ルグ(峯気補給装置)

Fig.9･Unloading Valve for Oi】Pump

英軍附アソロrダーは最も簡便確覧な方式である｡

が であり､パイロットバルブとメrノバルブとを別

偶にしたため､作業が容易であると共に取扱いも容易で

あり､油面平均装置並びに後述の小水

等も取付けてある｡従来の

用配歴裏曝

池袋置で不具合たものには

これを取付けることを希望する｡

(2)抽ポ/プの容量が不足していると云う場合を調べ

ギヤ一式に攣え､旧轄も以前よ

りは柁高くとぅている｡特に大

容量のものにはスクリューポソ

プを採用した｡

(4)起動用油ポンプ 自動

化に際して入口狸､制墜機及び

入口鐸ガバナーの起動停止を

すための 麓珊等を油歴式とす

ると､是非共水草 ∵起の 備の

ために抽墜が必委となるので､

起動用油ポソプとしてモーーう㌧一

直結の油ポンプ又は小水茸直結

の泊ポンプが必要となるのであ

る｡

従来の事象壌琶所の大部分はガバナーにべルト掛けの

ポノブが1毒あるだけであった篤め､長時間停止の後の

水草起動に潜っては

水車の停止中は必ず

油槽の油 が相蕾低下するので､

油槽の出口のストップバ/レブを手

動で閉めておく必要があった｡常時油墜を確保するため･

には小水専をおくのが理想的であるが､日動化の寅隙間

題としては小容量の琵琶所には小水草を噂･諾することが･
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無理な場合もあるので､起動用としてモータ㌧一直結の油

ポンプを設け-水草の蓬轄中はベルト掛けのポソプを使

用し､水車の停止と共に堅油槽出口のバルブを自動的に

閉じて､次の水車起動まで油匿を保持する様にすべきで

ある｡

･(5)補助油ポンプ用小水革 水力牽電所の生命とも

云うべ引堅油を確保するための最も必要な條件として､

常用にモーター直結の油ポゾブを用い､これの停電時又

ほ故障時に勤しては小水車を蓮韓することが理想的であ

るがl小水事はやゝもすると補助と云う親念のために､

例えば小水事例の墜油ポンプにはアンローダーを置けば

必然調速機を設ける必要があるので､勢い油ポンプが相

骨大容量のものまでアソローダーを設けないで､安全邦

で吐かせるものや､小水車の構造を簡貫にして長時間の

蓮漬運韓には耐えないものもあった｡併し現在では小水

専側もモーター側も出来るだけ平等に使用し得る様に､

.成るべく双方にアソローダーを設けることゝし､且つ又

イ､水草の速度を簡動こ調整し得る方法を採用している｡

第10固 小水車用制速機

Flg.10.Speed Regu]ator for SmallTurbine.

即ち小水車入口ま軌ま制速磯式とし､第10粛の様な構應

で好評を博している｡

小水事例を補助ポソプとする場合の小水専の蓮韓條件

は､モーター側圏由ポンプの故障､同潤滑油ポソプの故

障及び贋油槽の油堅低下の場合には夫々の油歴雅が動作

して､小水専の入口粥を自動的に開いて小水革を起動せ

しめるのであって､前記の様に小水専が蓮境運鴇しても､

アソローダーを設けてあれば油温の上昇も心配なく､叉

この制蓮閣は入口鐸を開閉するものであるから､小水革

にはガイドべ-ソは不用であり､小水専の構造は簡単に

なる｡

(6)墜油槽の噂設 塵油槽の容量は一般に油ポンプ

からの補給なしに調速機サーボモーターを3行程せしめ

ても未だ充分な動作堅力を有するものとしているが､入

口弗や制堅機が油堅式であるに拘らず､補助油ポンプが

モーター蓮轄の場合には､停電のために油魔の補給が付

かないことも考える必要があるので､斯様な場合には転

油槽の容量はこれ等も全部動作し得る容量とする必要が

ある｡

(7)軸受潤滑油装置 従前は自己給油方式を採った

ものもあるが､(竪軸水車並びに横軸水車の一部)今後は

原則として水車重電機1毒に勤してセソトラル式とし

て､上油槽より重力給油を焉す様にした方が良い｡この

場合の上油槽の容量は油ポンプの停止後10分間程度を

給油し得るものとし､筒補助ポンプが電動式のものでは

停電中でも水草を起動し得る様にヽ上油槽には筒5分間

程度の油を残しておき､手動起動に役立たせる様になす

べきである｡

[Ⅴ]水位調整機

水位調整機は従前レーシングを起し易くて調整が非常

にむづかしいものとされていたが､最近は漸くこれを解

決Lて､完全なレーシソグ防止装置を得るに至った｡即

ち日立水位調整機ほ大別して次の毒熟こ四段階に改良され

ている｡

最初はフロートタンク内に錬管から水を取入れ､フロ

ートの浮力によって直接調速機配堅雅を操作せしめるも.
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のとL､同期投入と同時に電磁栗掛こよりタンク内の水を

除々に脅して裁定の固までフロートを浮かせ､除々に負

荷をとらせる構遷のものであったが､タソクが腐蝕する

があった｡

次にフロートタンク内に一定量の泊を入れておき､フ

ロートの上下動で調速機を操作する如くしたが､フロー

トで直接調速機を操作するのでは感度が患いので､フロ

ートの上下により油匿ビストソを操作して､僅かな浮力

の差を張力な油魔力に襲えて調速機に作用する｡

現在では小型なものに纏めるためにフロートタンク内

に水銀を入れlフロートの上下動を油堅ビストソによっ

て力を蹟大せしめたもので､直径200粍程度のものとし

て､新型調速機にはその間面にフラソヂで耳亘付ける様に

した｡筒且つ日立特許レーシソグ防止装置を一畦として

礪めたもので､飴り場所も要しないので自動化等にも好

適である(特許第151165班)｡第11圃は新型水銀式水位

重機を示し､第12圃は水位調整機用峯完ポソプである｡

第11固 水銀式水位調整機

Fig.11.Mercury Typ Water LevelRegu】ator.

繹12置【水位調整機相室気ポソプ

(l/2馬力モーター直結)

Fig.12.Air Pump for Water Level

Regulator

｢ⅤⅠ]自動操作用電磁率

初期の電磁矧ま電磁石が附勢された時と滑勢された時

に､油歴を通じるか排油するかの構造のものであるが､

次には第13圃の如くこれに手動装置を設けて手動自動

の雨用とし､且つ最初に手動でハソドルを上げて操作し

た電磁矧まクラッチにより上勤位置を保ち､後に華電機

習墜が喪主して電磁石が附勢され､前記の手動ハンドル

第13囲 署式電磁雑(手動切換装置附)
Flg.13.Single Type Magnet Va】ve.
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はクラッチが外れて､次に寄故停止等の場合には電磁鮮

が自動の役目をなす方式のものを採用した｡更に蓄電池

使用の自動道管研が多数建設さるれ様になってからは､
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韓14間 接式電磁抑

Fig.14.Doub】e-Type Magnet

Vaユve(two magnet ve】ve)

蓄電 の消費節約

と電源又は電磁石

の故障のために不

時の誤動作を起さ

ざる様に常時は機

械的にホールドせ

しめておく第14

圏の如き複式電磁

鐸を採用する様に

なった｡即ち入口

鮨開閉､水車起動

停止等の に長時

磁を必要

とする電磁鐸は複

式を使用し､技起

動用とかブレーキ

等の様に短時間励磁するものには単式を使用している｡

[ⅤⅠⅠ]プレ｢キ及び過速度防止装置

従来ブレーキは飴り同轄が下らない中に掛けると云う

堆いがおったが､これはブレーキシューの幕命を縮める

ばかりでなく､プレ←キデスクに亀裂を生ぜしめる掠凶

水産

第32巻 第2既

ともなるので､現在では裁定同轄数の約】ムに下ったこ

とを條件に入れてブレーキ用電磁瀾が動作する様にして

いる｡但し全自動方式の場合には入口蓼昏が全閉してから

徐々に掛かる様にしている｡月中にはサーボモーターが

全閉しても飴り厄博幸の下らないものがあるが､これ等は

ガイトへ-ゾを修理するとか全閉出来る様に調整する必･

要がある｡

ベルトソ水車の場合のジェットブレーキは水草のニー

ドルが閉じると同時に掛け初めて差支えないが､水草が

辞止した時に逆同轄しない中にジェットを閉じる様に､

水車同轄に閲聯したブレーキ操作装置を設けている｡第

15圏はその詳細囲でこれの操作には油歴を用いている｡

過速度防止装置としては｣投に遠心開閉器の接鴨によ

って電磁鐸を動作せしめて急停止する方法を探っている

が､ベルトソ水草の場合には別に機械的の保護装置を設

けて､その動作によって水陸によってデフレクターを閉

じる様にしている｡無拘束速度の大きいカプラソ水車で

は同じく機械的の保護装置を設けて､その動作によって

ガイドべ-ソを急閉鎖すると共にランナーべ-ンを立て

ゝ極力固持の低下を囲っている｡

小容量一定腰磁式の空電機を自動化する場合には遠心

開閉器の取付けを省略してヽ代りに励磁機雷歴の上昇に

よって急停止用 を動作せしめる様にしている｡

[ⅠⅤ]結 ■喜■

以上要約すれば､自動方式には全自動方式､一人制御

方式､遠方監硯制御方式､機械自動方式

とあり､之等の操作方式を述べ､既設の

琵 所を自動化する場合に追加すべき器

第15固 ジェットブレーキ操作装置

Fig.15.Schematic Diagram ofJet Brake Operaating Device

具を掲げた｡従来の自動琵琶所には自動

設備を有しながら､不調のため十瓢を坂

外したり使用せずにいて､その機能を全

うしていないものが多かったので､それ

等は如何なる研が不調を起し易いか､叉

現在の進歩せる設計では如何に解決され

ているかの黙について述べた｡今後新設

改造を行う場合の参考となれほ幸甚であ

る｡




